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参考資料４ 注意解体のための協議資料の例 

1. 現地の位置図 

 

※ 住宅地図及び道路地図等で、分かりやすく示すことが望ましい。 

図 R4.1 現地の位置図（例） 
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2. 現場写真 

  

ここに写真を貼り付け

 

  
※ 撮影方向が分かるように図示してあること。 

※ 現場の様子が分かるように、4方向以上から撮影してあることが望ましい。 

 

図 R4.2 現場の写真（例） 
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3. 建築物の構造図 

 

※ 平面図及び立面図を示し、調査不可能な範囲を示す。図書がない場合は、概略の図を作成する。 

※ 設計図書等による判断の結果、石綿の施工が確認された箇所があれば図示する。 
 

図 R4.3 建築物の構造図（調査不可能場所と石綿施工箇所）（例） 
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4. 要注意箇所の調査結果 

  

 

図 R4.4 要注意箇所の調査結果（例） 


